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注目を集めるフランスの酪農乳業 

ワールドデーリーサミット 2024 の開催国フランスを紹介する IDF ウェビナーから 

 

国際酪農連盟（IDF）は、今年のワールドデーリーサミットを開催するフランスの酪農乳業を紹介するた

めのウェビナーを 5 月に開催した。その模様は、IDF の YouTube チャンネルでも公開されている。ウェビ

ナーの講演では、フランス全国酪農経済センター（CNIEL）・経済見通し部長のブノワ・ルワイエ氏が、フラ

ンスの酪農乳業の直近の情況について、「生乳生産量は、牛は減少しているが羊や山羊では増加してい

ること」、「付加価値製品では原産地呼称保護（PDO）の乳製品は好調であるが、有機の牛乳乳製品は安

価な選択肢の増加やインフレの影響もあり低調であること」、「乳業会社ではフランスを本拠とする企業が

世界的に事業を展開していること」、「家庭消費では飲用牛乳やヨーグルトよりもチーズ、クリームやバター

が堅調であること」、と共に CNIEL を始めとする酪農乳業の専門職業間連合組織（酪農家及び乳業者ら

による協働組織・ミルクサプライチェーンの業際組織）の役割や業界全体として直面している課題などを

わかりやすく紹介した。本稿では、ウェビナーの講演内容を中心に、関連情報も取り上げる。 

 

国際酪農連盟（IDF）がウェビナーを開催 

IDF は、今年 10 月にワールドデーリーサミット

を開催するフランスを紹介するためのウェビナー

「フランスに焦点を当てた世界の酪農情況」を 5

月に開催した。その模様は、IDF の YouTube チ

ャンネルで現在も公開されている（*1）。 

英国の乳業誌デーリー・インダストリーズは、ホ

ームページの編集者ブログ（*2）で、このウェビナ

ーへの感想として、講演で紹介された酪農乳業

の最新の動向を確かめるためにも近くフランスを

訪れる予定であることや、フランスを本拠とする乳

業会社の世界的な存在感について語り、「注目

されるフランス」と題して発信した。 

2024年は世界的に選挙の年となり、フランスで

は 7 月に議会選挙が行われた。パリで 7 月下旬

から 9 月上旬にかけてオリンピック・パラリンピック

が開催されている。そして 10 月にパリで開催され

る IDF ワールドデーリーサミット 2024 では、日本

からも情報を発信し、世界各国の酪農乳業関係

者らと情報を共有して交流を深めることとなって

いる。 

フランスは、この 10 年間でも、2014～2016 年

の EU の酪農危機、2015 年の EU の生乳クオー

タ制度の廃止、2018 年のエガリム法の制定、

2019 年以降の新型コロナ禍、2022 年以降のウク

ライナ紛争など、様々な状況に遭遇してきた。農

業大国であるフランスの酪農乳業の政策・制度

や取り組みは、日本でもとても注目され参考にさ

れている（*3～14）。 

 

講演「フランスの酪農乳業」 

ブノワ・ルワイエ氏（全国酪農経済センター

（CNIEL）・経済見通し部長） 

ワールドデーリーサミットを主催するいずれの

国もがそうであるように、フランスは自らを酪農国

であると考えており、そのことを強く意識していま

す。 

・酪農の畜種および地域の多様性 

フランスはその多様性ゆえに、非常に特別な

酪農国であると言えます。多様性は、生乳生産

において 3 つの異なる畜種が果たす重要な役割

にも表れています。フランスは EU 第 2 位の牛乳

生産国であり、EU 全体の 16％を占めています。

地中海に面した国であるため、小型反芻動物の
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生乳生産にも大きく関与しています。フランスは

EU で 4 番目の羊乳生産国です。そして、山羊乳

生産では世界第 1 位であり、EU 全体の山羊乳

の 30％を占めています（表）。 

 

表．フランスの主な畜種の生乳生産量（2023年）

と EU 内の順位 

 牛 羊 山羊 

生乳生産量 2271.5 万キ

ロリットル 

29.1 万キロ

リットル 

59.4 万キロ

リットル 

EU 内の順

位と割合 

第 2 位 

16％ 

第 4 位 

14％ 

第 1 位 

30％ 

出 展 ： 講 演 資 料 （ デ ー タ は CNIEL 、 Eurostat 、

FranceAgriMer）をもとに J ミルク作成 

 

生乳生産量の推移は、畜種によって大きく異

なります。2015 年以降、フランスの牛乳生産は

8％減少しています。この動きは、2015～2023 年

の期間に 6％の増加を達成した EU 全体の傾向

とは、全く逆になっています。一方、フランスの山

羊と羊の生乳生産は好調で、2015 年以降、それ

ぞれ 12％と 11％増加しています。 

生乳生産の盛んな地域は、全国的に一様で

はなく、畜種によっても異なります。牛乳はフラン

スのほぼ全ての地域で生産されており、ペイ・ド・

ラ・ロワール、ブルターニュ、ノルマンディーなど

の西部の地域圏で盛んです。羊乳の生産はオク

シタニー地域圏で盛んで、国内生産量の 4 分の

3 を占め、この地域にはロックフォールチーズの

有名な生産地があります。山羊乳の生産は、主

に西部と中部ヌーヴェル＝アキテーヌ、ペイ・ド・

ラ・ロワール、オクシタニー、サントル＝ヴァル・ド・

ロワールなどの地域圏で行われています。 

・家族経営による酪農生産 

生産は家族経営によるもので、国内に牛乳を

生産する酪農家が 4 万 6000 戸あります。1000 頭

以上を飼育している酪農家はありません。フラン

スの酪農場は平均すると、110 ヘクタールの土地

で 70 頭の牛を飼育し、従事者 2 人で年間約 500

キロリットルの生乳を生産しています。 

・原産地呼称保護（PDO）の乳製品は好調 

フランスの酪農乳業界の大きな特徴の一つは、

ほとんどの地域も関係している PDO（原産地呼

称保護）乳製品の重要性です。PDO 乳製品は

51 種類あり、主に生乳から作られる 46 種類のチ

ーズ、3 種類のバター、2 種類のクリームがありま

す。PDO 乳製品製造向けの生乳は、牛乳の生

産量全体の 12％、山羊乳の 40％、羊乳の 36％

を占めています。 

そして、PDO 乳製品の生産において乳業の役

割が増しています。特に、牛乳ではそうです。こ

こ数年、牛乳の生乳生産量が減少しているにも

かかわらず、PDO 乳製品製造向けの牛乳は年

間約 30 億リットルにまで増加しています。 

 

図．フランスの地域圏（海外地域圏をのぞく） 

 

・有機の牛乳乳製品はインフレの影響もあり低調 

有機の生乳生産は、西部のペイ・ド・ラ・ロワー

ル地域圏とブルターニュ地域圏で盛んであり、全

国にも広がっています。有機は牛の生乳生産量

の 5％強を占めています。有機の牛乳乳製品の

販売は、残念ながら数年前ほど好調ではありま

せん。その製造量は、2018～2020 年の時期には
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2 桁の成長を示しましたが、ここ数年は減少して

います。こうした成長トレンドの反転は、国内の有

機食品の小売市場が劇的に崩壊したことの影響

によります。実際、2021 年以降、有機の牛乳乳

製品の国内市場は縮小しています。 

有機の牛乳乳製品は、いくつかのマイナス要

因に直面しています。その 1 つ目は、有機の乳

製品に比べて安価でありながら、消費者の期待

に応える自然でエシカル（倫理的）な製品の提供

が増えていることです。新型コロナの世界的流行

による最初の都市封鎖があって以降、地域性の

ある製品が特に評価されています。2 つ目のマイ

ナス要因として、過去 3 年間、ハイパーインフレ

の状況によって、消費者が従来からの牛乳乳製

品を選択するようになった状況があります。 

・山岳地帯での生乳生産 

フランスの酪農業のもう一つの大きな特徴は、

山岳地帯での生乳生産の重要性です。フランス

に 5 つある連峰の山岳地帯では、牛を飼育する

1 万を超える酪農場があり、国内の牛の生乳生

産の約 20％を占めています。羊の酪農では、さ

らに印象的な数字があり、国内の羊の生乳の

90％以上は山岳地帯で生産されています。 

・フランスを本拠とする乳業会社 

フランスの乳業界の構造も非常に多様化して

います。世界トップ 30 には、フランスの企業グル

ープの5社が入っています。ラクタリス社は約320

億米ドルの売上高を誇る世界第 1 位の乳業会社

であり、ダノン社は売上高が世界第 5 位で、フレ

ッシュ乳製品では世界首位のメーカーでもありま

す。これらの世界規模の乳業会社に加えて、中

規模の企業グループも多く、1 億米ドルを超える

売上高を生み出す企業が 20 社を超えます。 

フランスの乳業会社のトップ企業、特にダノン

社とラクタリス社は、強力な国際的な企業活動を

特徴としています。それらの 2 社ほどではありま

せんが、サベンシア社も国際的に活動していま

す。結果として、フランスの乳業会社はフランス

国内よりも海外でより多くの生乳を処理加工して

います。最も国際化されたグループの一つであ

るネスレ社があるスイスを除けば、フランスはこの

ような状況にある世界で唯一の国です。そして、

フランスの乳業会社の国際進出は、政府や業界

による確立された政策によって起こったのではな

く、それぞれの乳業者の個別の戦略によって、結

果的に進んできたのです。 

第二次世界大戦直前のベル社から始まり、そ

の直後にダノン社が続きました。ソディアル社は

55 年前にヨープレイトブランドのフランチャイズを

海外で開始し、サベンシア社は 1970 年代半ば

にブラジルに上陸しました。ラクタリス社は 1980

年代初頭に米国に投資を行い、国際化を開始し、

それ以降に追いついてきました。ラクタリス社は、

全部で 50 カ国以上に工場があります。 

・乳製品の生産と貿易 

フランスの乳業の活動は、利用可能な乳固形

分の 55％以上が向けられるチーズやバターの製

造を中心に行われています。さらに見ていくと、

これらの仕向け先は国内の消費パターンに従っ

ており、飲用乳はさほど多くなく、バターとチーズ

の割合は特に高い水準を示しています（図）。 

 

図．乳製品製造の内訳（2023 年、乳固形分換算） 

 

出展：講演資料（データは CNIEL）をもとに J ミルク作成 
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フランスの乳業は、国外市場に対して非常に

開放的です。フランスで生産された生乳のほぼ

40％が輸出に向けられ、約 60％は国内市場にと

どまっています。輸入も重要であり、国内消費の

3 分の 1 を占めています。そして、フランスの乳業

は、2023 年に生乳生産の 8％に相当する 190 万

キロリットルの小幅な余剰を示しました。 

フランスの乳製品の対外貿易収支はプラスで

すが、ここ数年減少しています。輸出は増加して

いますが、輸入はさらに増加しています。結果と

して、対外貿易収支の黒字は 2014 年の 38 億ユ

ーロから、32 億ユーロにまで減少しています。フ

ランスの乳製品輸出金額は約 90 億ユーロです。

EU 以外の国のシェアは、2000 年の 36％から

2023 年には 44％へと、過去 20 年間で増加して

います。 

フランスの乳業者の状況は、欧州域内の市場

ではより複雑です。フランスはここ数年、市場シェ

アを落としています。 

・牛乳乳製品の国内市場 

一人当たりの牛乳乳製品消費量では、フラン

スの飲用乳は年間 42 リットルと、米国やインド、

オーストラリアなどの国を大きく下回っており、世

界で見るとむしろ一般的な水準です。一方で、

バターとチーズの消費量は世界的に見ても非常

に高い水準にあります。 

フランスでは、新型コロナ禍が始まった当初、

ほとんどの家庭で乳製品の購入が増加しました

が、現在は通常に戻っています。現在の市場動

向は、新型コロナ禍以前に似ており、家庭では

牛乳やヨーグルトよりも、チーズ、クリームやバタ

ーを多く食べています。 

2020 年以降、フランスでは植物性製品の競争

は低調であり、小売市場は成長していません。植

物性飲料の市場は、販売量で飲用乳の市場の

5％に相当し、植物性デザートの市場はヨーグル

トとフレッシュ乳製品デザートの市場の 2％に相

当しています。 

・専門職業間連合組織の役割 

フランスの酪農乳業界の組織化の特徴として、

専門職業間組織（サプライチェーンの垂直的な

業界団体（酪農家及び乳業者、小売業界の協働

組織）であり業際組織ともいう）が主導的な役割

を果たしていることが挙げられます。実際、1970

年代半ば以降、フランスは、経済発展を促進す

るために、今日まで農業部門の組織化や管理を

専門職業間組織に委ねています。 

酪農乳業界には、いくつかの専門職業間組織

があります。牛乳のための CNIEL（全国酪農経

済 （ 業 際 ） セ ン タ ー ： Centre National Inter-

professionnel de l'Economie Laitière）だけでなく、

山羊乳のための ANICAP（全国山羊専門業種協

会）、羊乳のための FBL（フランス山羊乳（France 

Brebis Laitière）：全国羊乳専門業種協会）、

PDO 乳製品のための CNAOL（全国乳製品原産

地呼称会議）などです。これらの業界連合組織

の運営には、酪農家、酪農協同組合、乳業者な

どの民間企業、さらに CNIEL の場合は小売業者

までもが参加しています。専門職業間組織の主

な使命は、業界全体の共有ツールと基準・参照

指標を作成し、牛乳乳製品だけでなく、酪農乳

業界としての取引を共同で促進することです。 

ANICAP と CNIEL では、組織の方針を各地域

で実行する場合、地域支部を通じて促進してい

ます。このような専門職業間組織の考え方は、フ

ランス国内の生乳取引検査を担当する 14 の生

乳検査機関にも反映されています。これらの機

関は、酪農家と乳業者による共同運営が行われ

ています。 

・酪農乳業界が直面している課題 

フランスの酪農乳業界は 5 つの課題に直面し

ています。1 つ目は、「責任と強靭性」の課題で

す。その中心的な問題は、環境への影響を減ら

し、気候変動に適応し、アニマルウェルフェアを
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改善しながら、国内および国際的な食料安全保

障をいかに確保していくのかということです。これ

は新しい課題ではありませんが、私たちには集

団的な社会的責任への取り組みを加速させる必

要があります。 

3 つの戦略面の課題にも直面しています。そ

れらは、酪農乳業界の「魅力化」、貿易・取引や

価値を創造する能力に関するフランスの酪農乳

業界の「競争力と経済発展」、そして、「食品の品

質、手頃な価格、身近さ」に関する市民や消費

者からの期待に応えることです。 

5 つ目の課題は、業界全体での取り組み手法

に関するものであり、酪農生産から、乳業による

製造・販売、小売業のそれぞれの「多様性を認

識して、より包摂的に」していく必要があります。 
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